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みなさん、こんにちは。 私
わたし

はグエン トゥー ハーと申
もう

します。よろしくお願
ねが

いします。  

 日
に

本
ほん

に来
き

てから、もう１０か月
げつ

になりました。時
じ

間
かん

が経
た

つのがとても早
はや

く、ドラえもんの

時
じ

間
かん

の扉
とびら

『どこでもドア』から出
で

てきたような気
き

分
ぶん

です。 私
わたし

は、優
ゆう

秀
しゅう

な日
に

本
ほん

語
ご

通
つう

訳
やく

者
しゃ

に

なるという大
おお

きな夢
ゆめ

を持
も

って日本
に ほ ん

に来
き

ました。そこから、日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶという旅
たび

が始
はじ

まりま

した。そして、日
に

本
ほん

での 興
きょう

味
み

深
ぶか

い体
たい

験
けん

が少
すこ

しずつ増
ふ

えてきました。  

 外
がい

国
こく

人
じん

のみなさん、日
に

本
ほん

に来
き

た時
とき

、一
いち

番
ばん

怖
こわ

かったことは何
なん

ですか。 私
わたし

にとって一
いち

番
ばん

怖
こわ

い

のは、電
でん

車
しゃ

を乗
の

り間
ま

違
ちが

えることです。意
い

外
がい

ですか。  

 私
わたし

は、バイクや 車
くるま

で移
い

動
どう

することがメインの国
くに

であるベトナムで生
う

まれたので、電
でん

車
しゃ

に

乗
の

るのがとても不
ふ

思
し

議
ぎ

です。  

 私
わたし

の 最
もっと

も忘
わす

れられない思
おも

い出
で

のひとつは、東
とう

京
きょう

で電
でん

車
しゃ

やバスに負
ま

けたことです。東
とう

京
きょう

の電
でん

車
しゃ

やバスは 難
むずか

しいです。日
に

本
ほん

人
じん

のみなさんは、東
とう

京
きょう

の電
でん

車
しゃ

やバスは 難
むずか

しいと思
おも

いま

せんか。  

 以
い

前
ぜん

私
わたし

は友
ゆう

人
じん

を訪
たず

ねて名
な

古
ご

屋
や

に旅
りょ

行
こう

することがありました。その時
とき

は、柏
かしわ

の家
いえ

から電
でん

車
しゃ

で東
とう

京
きょう

駅
えき

まで行
い

き、夜
や

行
こう

バスで名
な

古
ご

屋
や

まで行
い

くことにしました。  

 電
でん

車
しゃ

で東
とう

京
きょう

駅
えき

まで行
い

くことも大
たい

変
へん

でしたが、夜
や

行
こう

バスに乗
の

ることが、もっと大
たい

変
へん

でした。  

 東
とう

京
きょう

駅
えき

に着
つ

くと、駅
えき

の中
なか

がとても騒
さわ

がしくて圧
あっ

倒
とう

されました。バス停
てい

を探
さが

すのにしばら

く苦
く

労
ろう

した後
あと

、それでも名
な

古
ご

屋
や

行
い

きのバスがわからず、パニックに陥
おちい

りました。バスに乗
の

る

まで残
のこ

り１０分
ふん

というところで、数
すう

人
にん

の日
に

本
ほん

人
じん

に聞
き

き、走
はし

ったものの、日
に

本
ほん

語
ご

がよく分
わ

から

ないので、ほとんど何
なに

を言
い

っているのか理
り

解
かい

できませんでした。 

 それでも諦
あきら

めなかった私
わたし

は、母
はは

親
おや

と同
おな

じくらいの年
ねん

齢
れい

の日
に

本
ほん

人
じん

を見
み

つけました。私
わたし

は口
くち

ごもりながら、「ごめんなさい、名
な

古
ご

屋
や

行
い

きのバスが分
わ

かりません。教
おし

えてくれませんか。」

と言
い

いました。彼
かの

女
じょ

はためらうことなく「 私
わたし

も一
いっ

緒
しょ

に行
い

きます。急
いそ

ぎましょう。」と言
い

い、

私
わたし

の手
て

を取
と

って、急
いそ

いで駅
えき

員
いん

さんのところへ走
はし

って行
い

き、聞
き

いてくれました。その時
とき

は泣
な

き

たいほど嬉
うれ

しかったです。  



 

 私
わたし

のためにバスを見
み

つけた後
あと

、彼
かの

女
じょ

はバスの乗
じょう

務
む

員
いん

のところへ行
い

き、それが名
な

古
ご

屋
や

に行
い

くのに正
ただ

しいバスであることをもう一
いち

度
ど

確
かく

認
にん

し、引
ひ

き返
かえ

して 私
わたし

を安
あん

心
しん

させるためにＯＫの

合
あい

図
ず

をしてくれました。彼
かの

女
じょ

の熱
ねつ

意
い

に感
かん

謝
しゃ

し、 私
わたし

は走
はし

っていき彼
かの

女
じょ

を抱
だ

きしめ、ベトナム

のキャンディーを一
ひと

箱
はこ

彼
かの

女
じょ

に渡
わた

しました。このおかげで、私
わたし

は日
に

本
ほん

人
じん

をとても尊
そん

敬
けい

し、愛
あい

す

るようになりました。  

 最
さい

後
ご

に、私
わたし

の日本
に ほ ん

語
ご

を学
まな

ぶ旅
たび

はまだ先
さき

が長
なが

いですが、日
に

本
ほん

人
じん

に触
ふ

れ、文
ぶん

化
か

、教
きょう

育
いく

に触
ふ

れ、

視
し

野
や

が広
ひろ

げられ、自
じ

分
ぶん

も徐々
じょじょ

に成
せい

長
ちょう

してきました。 私
わたし

にとって第
だい

二
に

の故郷
ふるさと

になりました。

日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

はまだ短
みじか

い時
じ

間
かん

ではありますが、嬉
うれ

しいこともあり、悲
かな

しいこともあり、本
ほん

当
とう

に

様々
さまざま

な感
かん

情
じょう

があります。この 美
うつく

しい国
くに

、日
に

本
ほん

への思
おも

いと感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを伝
つた

えるためにも、

良
よ

い通
つう

訳
やく

者
しゃ

になれるよう頑
がん

張
ば

って勉
べん

強
きょう

したいと思
おも

います。  

 ご清
せい

聴
ちょう

ありがとうございました。 

  


